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は
じ
め
に
　
　

　
本
稿
で
は
、
一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
に
直
面
し
た
ブ
リ
テ
ン
本

国
の
木
綿
産
業
関
係
者
が
、
状
況
の
回
復
の
た
め
に
と
っ
た
一
連
の

解
決
方
法
を
検
討
す
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
一
六
世
紀
に
起
源
を
も
つ
ブ
リ
テ
ン
本
国
の
木

綿
産
業
は
、
一
七
八
〇
年
代
に
は
技
術
的
向
上
を
へ
て
本
格
的
な
発

展
期
に
入
り
国
外
に
市
場
を
大
き
く
広
げ
て
い
っ
た
（
１
）

。
長
期
に
及
ぶ

そ
の
産
業
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
産
業
構
造
の
研
究
を
は

じ
め
数
多
く
存
在
す
る
（
２
）
。
と
く
に
一
八
世
紀
末
以
降
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
お
け
る
同
産
業
発
展
の
状
況
は
、
ブ
リ
テ
ン

と
い
う
地
域
を
超
え
た
近
代
社
会
の
事
例
で
あ
り
、
特
権
会
社
批
判

と
経
済
的
「
自
由
」
の
追
求
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
お
け
る
動
向
も
含

め
、
一
九
世
紀
以
降
に
展
開
し
た
普
遍
的
自
由
主
義
に
つ
な
が
る
重

要
な
事
象
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
３
）
。
し
か
し
、
以
下
の
本
論
で

扱
う
一
七
八
八
年
の
事
例
で
は
、
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
の
見
解

は
、
必
ず
し
も
一
枚
岩
で
は
な
く
、
産
業
発
展
に
向
け
て
共
同
活
動

を
し
な
が
ら
も
、
異
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
で
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
一
七
八
八
年
の
不
況
時
に
本
国
木

綿
産
業
者
が
示
し
た
解
決
の
方
法
は
、
①
特
権
批
判
、
②
本
国
木
綿

　
論
文

　
一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立

　
　
　
―
展
望
と
利
害
を
め
ぐ
る
と
ブ
リ
テ
ン
木
綿
産
業
の
「
攻
防
」
―

大
　
橋
　
里
　
見

キ
ー
ワ
ー
ド

　
産
業
革
命
　
木
綿
産
業
　
東
イ
ン
ド
会
社
　
競
売
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産
業
界
へ
の
政
府
支
援
の
要
請
、
③
販
売
拠
点
構
築
だ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
と
く
に
③
に
つ
い
て
は
、
本
国
木
綿
産
業
界
の
画
期
的
文
脈

に
お
け
る
十
分
な
指
摘
が
な
い
（
４
）

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
追
求
す

る
実
際
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
木
綿
産
業
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
な
ど

と
同
様
、「
産
業
革
命
」
の
促
進
産
業
を
担
っ
た
地
域
の
一
つ
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
及
そ
の
も
の
が
少
な
い
（
５
）

。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
念
頭
に
、
こ
の
時
期
の
本
国
木

綿
産
業
界
が
、
産
業
発
展
を
め
ぐ
り
複
数
の
見
解
を
示
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、そ
の
事
実
に
、こ
れ
ま
で
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
木
綿
産
業
界
を
基
準
に
理
解
さ
れ
て
き
た

も
の
と
は
異
な
る
、「
近
代
化
」
の
方
向
性
の
一
面
を
見
る
余
地
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

	

一
、一
七
八
八
年
の
不
況
の
前
提

　
一
七
八
八
年
の
四
月
、
ロ
ン
ド
ン
の
商
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ト
レ
イ
ド

務
省
に
請
願
が
九
件

送
付
さ
れ
た
（
６
）
。
送
り
主
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
西
部

の
木
綿
産
業
関
係
者
で
（
７
）

、
い
ず
れ
も
、
一
七
八
七
年
の
東
イ
ン
ド
会

社
定
期
販
売
会
で
イ
ン
ド
製
綿
織
物
が
通
常
よ
り
「
安
値
」
で
「
大

量
」
に
販
売
さ
れ
た
た
め
、
ブ
リ
テ
ン
製
綿
布
の
流
通
が
滞
り
、
本

国
の
木
綿
産
業
関
係
者
が
苦
し
ん
で
い
る
と
訴
え
て
い
た
（
８
）

。
し
か

し
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
は
一
七
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
増
減
を
く

り
返
し
て
お
り
、
一
七
八
七
年
に
と
く
に
大
量
販
売
が
あ
っ
た
と
は

断
定
で
き
な
い
（
９
）

。
確
か
に
搬
入
量
と
し
て
は
各
種
の
綿
布
は
前
年
の

一
七
八
六
年
を
上
回
る
が
、価
値
は
下
回
っ
た
よ
う
で
あ
る（
（1
（

。
ま
た
、

関
税
記
録
も
東
イ
ン
ド
会
社
の
報
告
も
、
そ
も
そ
も
同
社
が
本
国
に

「
も
た
ら
し
た
」
イ
ン
ド
製
キ
ャ
ラ
コ
、
モ
ス
リ
ン
の
大
半
は
輸
出

さ
れ
て
お
り
、
ブ
リ
テ
ン
製
品
の
流
通
に
影
響
し
て
い
な
い
と
し
て

い
る（
（1
（

。
実
際
、
一
七
八
〇
年
代
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
活
動
は
本

国
に
お
け
る
法
的
社
会
的
変
化
に
左
右
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
国
木

綿
産
業
の
急
速
な
発
展
こ
そ
が
、
不
況
と
そ
の
深
化
の
原
因
だ
っ
た

と
の
見
方
も
あ
る（
（1
（

。
そ
こ
で
こ
の
節
で
は
、
ま
ず
、
一
七
八
七
年
の

東
イ
ン
ド
会
社
の
定
期
販
売
会
開
催
の
環
境
を
確
認
し
、
次
に
、
ブ

リ
テ
ン
本
国
の
木
綿
産
業
の
発
展
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
内

市
場
の
変
化
を
概
観
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
一
七
八
八
年
の
不
況
の

同
時
代
的
意
味
に
言
及
す
る
。

　
請
願
が
等
し
く
批
判
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
定
期
販
売
会
と
は
、

毎
年
二
回
開
催
さ
れ
て
い
た
、
卸
業
者
を
主
対
象
と
し
た
商
品
販
売

会
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
七
八
七
年
開
催
の
会
に
つ
い
て
は
、
次
の

二
点
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
一
七
八
〇
年
代
半
ば
ま

で
に
ブ
リ
テ
ン
本
国
内
の
木
綿
産
業
が
成
長
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る（
（1
（

。
ブ
リ
テ
ン
で
は
、
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
、
綿
布
製
造
過
程
の

技
術
改
良
が
進
み
、
国
内
産
業
の
製
造
力
と
商
品
の
質
が
向
上
し
た
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と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
新
技
術
が
高
級
綿
布
の
製

造
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
内
で
の
高
級
綿
布
製
造
に

も
展
望
が
開
か
れ
た（
（1
（

。
発
展
へ
の
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
本
国
の
木

綿
産
業
関
係
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、
イ
ン
ド
、
北
米
等
の
海

外
諸
地
域
の
市
場
を
開
拓
す
る
方
針
を
よ
り
鮮
明
に
し
た（
（1
（

。
次
に
、

一
七
八
〇
年
代
に
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
批
判
が
激
し
さ
を
増
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
本
国
で
は
、
ネ
イ
ボ
ッ
ブ
が
政
治
的
社
会
的
勢
力

と
し
て
顕
現
す
る
一
方
、
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
の
私
益
追
求
や
、
不

徳
行
為
へ
の
不
満
が
つ
の
っ
て
い
た
。
同
社
の
次
期
貿
易
特
許
更

新
（
一
七
九
三
年
）
を
前
に
、
会
社
の
行
政
的
権
限
の
行
使
が
問
題

視
さ
れ
る
な
か
、
一
七
八
四
年
に
、
イ
ン
ド
現
地
で
の
会
社
の
政
治

的
権
力
の
伸
張
を
抑
止
す
る
イ
ン
ド
法
が
成
立
し
た
。
他
方
、
同
年

に
制
定
さ
れ
た
代
替
法( Com

m
utation Act)

（
（1
（

は
、
同
社
の
貿
易

商
品
を
、
本
国
で
販
売
す
る
さ
い
に
公
開( public sale or public 

auction)

す
る
こ
と
を
再
び
義
務
化
し
た（
（1
（

。

　
会
社
の
特
権
増
大
を
け
ん
制
す
る
政
治
的
動
き
が
強
ま
り
、
商

業
上
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
本
国
木
綿
産
業
が
急
成
長
す
る
な
ど
、

一
七
八
〇
年
代
前
半
の
ブ
リ
テ
ン
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
と
っ
て

「
不
利
」
な
状
況
が
展
開
し
て
い
た（
（1
（

。
た
だ
し
、
輸
出
奨
励
金
制
度

な
ど
、同
社
の
貿
易
特
権
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
先
述
の
代
替
法
は
、

本
国
内
で
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
販
売
を
再
規
定
し
た
点
で
は
同
社
に

と
っ
て
商
業
的
制
約
に
な
っ
た
が
、関
税
比
率
を
大
幅
に
削
る
な
ど
、

会
社
の
輸
入
活
動
を
奨
励
す
る
面
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
ブ
リ

テ
ン
本
国
に
は
、
同
社
の
商
業
特
権
を
即
停
止
し
、
そ
の
貿
易
活
動

を
縮
小
す
る
こ
と
が
本
国
の
経
済
発
展
に
水
を
指
す
と
い
う
考
え
も

あ
っ
た（
（1
（

。
つ
ま
り
、
一
七
八
〇
年
代
は
、
本
国
で
東
イ
ン
ド
会
社
を

と
り
ま
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
は
い
た
が
、
極
端
に
悪
化
し
て
は

い
な
か
っ
た（
（2
（

。
よ
っ
て
、
状
況
か
ら
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
、
上
記

の
請
願
が
強
調
し
た
ほ
ど
に
一
七
八
七
年
の
販
売
会
で
異
例
な
売
り

方
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

次
に
、
本
国
木
綿
産
業
の
発
展
と
市
場
の
変
化
を
確
認
し
、
東
イ
ン

ド
会
社
の
販
売
会
以
外
の
不
況
の
要
因
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
一
七
七
〇
年
代
の
対
外
戦
争
以
来
、
ブ
リ
テ
ン
の
貿
易
は
一
般
に

停
滞
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
政
府
は
、
原
材
料
の
確
保
を
含
め
貿
易

関
連
法
律
の
一
定
度
緩
和
を
認
め（
（2
（

、
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
相
次

い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
と
の
通
商
条
約
を
結
ん
だ
。
一
七
八
六

年
の
対
フ
ラ
ン
ス
通
商
条
約
締
結
後
に
は
、
本
国
製
木
綿
商
品
の
市

場
が
拡
大
す
る
と
の
期
待
が
高
ま
り
、
同
産
業
へ
の
投
機
が
高
揚
し

た（
（2
（

。
翌
八
七
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
が
定
例
販
売
会
を
開
催
す
る
と
、

国
内
市
場
内
の
木
綿
商
品
量
が
増
え
、
価
格
が
低
下
し
た
。
イ
ン
ド

製
綿
布
も
投
機
の
対
象
に
な
り
、
木
綿
産
業
へ
の
投
機
の
気
運
が
さ

ら
に
高
揚
し
混
乱
が
生
じ
た
。
国
内
の
木
綿
関
連
商
品
の
市
場
が
落

ち
着
き
を
失
う
な
か
、
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
な
か
に
は
、
木
綿
産
業
の

前
途
を
悲
観
し
て
綿
布
の
買
い
つ
け
を
控
え
る
者
が
で
た（
（2
（

。つ
ま
り
、
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一
七
八
八
年
の
不
況
に
は
、
ブ
リ
テ
ン
の
対
外
情
勢
と
本
国
木
綿
産

業
の
急
速
な
進
展
が
も
た
ら
し
た
、
特
殊
な
国
内
市
場
の
状
況
が
関

わ
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
を
念
頭
に
、
一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
の
同
時
代
的
意
味
を

指
摘
し
よ
う
。
前
年
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
販
売
会
は
市
況
悪
化
の
唯

一
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
木
綿
商
品
を
本
国
に
も
た
ら

し
た
こ
と
自
体
が
混
乱
の
も
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
る
。
同
社
は
、

そ
の
意
味
で
、「
不
況
」
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
あ
れ
東
イ
ン
ド
会
社
が
不
況
に
関
わ
っ
て
い
た
事
実
は
、

当
時
、
同
社
の
評
判
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
本
国
の

木
綿
産
業
関
係
者
に
、
会
社
を
批
判
す
る
理
由
を
与
え
た
。
他
方
、

一
七
八
〇
年
代
ま
で
の
技
術
的
進
歩
は
、
本
国
製
綿
布
の
量
と
質
を

向
上
し
た
。
そ
こ
に
起
き
た
一
七
八
八
年
の
市
況
の
混
乱
は
、
本
国

木
綿
産
業
関
係
者
が
、
大
量
の
商
品
を
販
売
す
る
安
定
し
た
流
通
網

を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
表
面
化
し
た
。
つ
ま
り
、
本
国
木

綿
産
業
関
係
者
に
と
っ
て
八
八
年
の
「
不
況
」
は
、
特
権
会
社
の
独

占
と
不
公
正
を
糾
弾
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
自
国
製
品
を
効
率
的
に

販
売
す
る
た
め
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
も
の

だ
っ
た（
（2
（

。

二
、
不
況
へ
の
対
応
の
基
盤

　
前
述
の
と
お
り
、
商
務
省
宛
の
請
願
は
ど
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

作
成
、
送
付
さ
れ
て
お
り
、
論
旨
も
酷
似
し
て
い
た
。
不
況
に
対
応

す
る
過
程
に
、
産
業
関
係
者
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
有
力
者

に
直
接
は
た
ら
き
か
け
る
方
法
で
状
況
の
改
善
を
試
み
た（
（2
（

。
し
か

し
、
不
況
が
問
題
視
さ
れ
は
じ
め
た
一
七
八
八
年
の
初
め
に
は
、
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
産
業
関
係
者
は
、
中
央
政
府
や
東
イ

ン
ド
会
社
と
交
渉
す
る
場
合
、
共
同
で
圧
力
行
使
も
お
こ
な
っ
た
。

以
下
こ
の
節
で
は
、
次
節
に
み
る
、
本
国
木
綿
産
業
関
係
者
の
不
況

対
応
の
検
討
の
前
提
と
し
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の

不
況
対
応
の
主
体
と
、
こ
れ
ら
二
地
域
の
「
代
表
団( delegates)

」

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　（１
）
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

　
一
七
八
〇
年
代
末
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
産

業
保
護
育
成
会( M

anchester C
om

m
ittee for the Protection 

and Encouragem
ent of Trade,1774)

が
、
地
域
の
経
済
諸
問

題
に
対
応
し
て
い
た
。
こ
の
育
成
会
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
商
業
協
会

( M
anchester Com

m
ercial Society, 1794)

の
前
身
組
織
で
、

木
綿
産
業
関
連
で
は
、
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
の
水
力
紡
績
機
特
許
独
占
を

め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
と
反
対
活
動
を
主
導
し
た（
（2
（

。
た
だ
し
、
地
域
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経
済
の
問
題
に
よ
り
細
か
く
対
応
し
た
の
は
、
暫
定
的
に
設
置
さ
れ

た
各
種
委
員
会( Com

m
ittee)

だ
っ
た（
（2
（

。
自
治
都
市
で
は
な
か
っ

た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
に
は
特
権
的
職
能
集
団
は
な
く
、
一
八
世
紀
後
半

に
も
、問
題
が
発
生
す
る
た
び
に
産
業
関
係
者
が
自
発
的
に
集
ま
り
、

暫
定
的
な
団
体
を
形
成
し
て
要
求
を
ま
と
め
、
地
域
の
統
治
行
政
部

や
中
央
政
府
に
直
訴
し
、
問
題
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
地
域
紙

に
公
告
を
掲
載
す
る
な
ど
、
解
決
方
法
を
示
し
た（
（2
（

。
他
方
、
暫
定
的

諸
団
体
か
ら
個
別
に
陳
情
を
受
け
た
地
域
の
行
政
組
織
は
、
町
長
に

あ
た
る
バ
ラ
リ
ー
ヴ( boroughreeve)

や
治
安
官
が
、
関
係
諸
集
団

や
産
業
資
本
家
、
地
域
エ
リ
ー
ト
ら
に
呼
び
か
け
、
集
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

会
を
召

集
し
て
問
題
を
と
り
あ
げ
た（
（2
（

。
つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
に
は
経
済
利
害
を
吸
収
す
る
恒
常
的
組
織
は
不
在
だ
っ
た
が
、

地
域
の
産
業
利
害
に
積
極
的
に
対
処
す
る
た
め
の
土
壌
は
築
か
れ
て

お
り
、
一
七
八
八
年
の
不
況
の
さ
い
も
、
主
に
こ
の
方
法
で
問
題
が

処
理
さ
れ
た（
（3
（

。

（
２
）
グ
ラ
ス
ゴ
ー

　
バ
ロ
ニ
自
治
都
市( Burgh of barony)

（
（3
（

の
特
権
を
も
つ
グ
ラ
ス

ゴ
ー
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
よ
り
も
継
続
的
で
組
織
的
な
対
応
が
み
ら

れ
た
。
同
市
に
は
一
六
〇
五
年
以
来
、
商
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス

人
館
と

職
ト
レ
ー
ダ
ー
ズ
・
ハ
ウ
ス

工
館
の

特
権
機
関
が
存
在
し
て
お
り（
（3
（

、
こ
れ
ら
が
各
々
の
領
域
の
利
害
を
吸

収
し
つ
つ
同
市
の
経
済
活
動
を
統
制
し
、
問
題
に
対
処
し
て
い
た
。

政
治
的
に
は
商
人
館
が
強
力
で
、
両
者
は
し
ば
し
ば
対
立
し
た
。
し

か
し
、
一
七
六
〇
年
代
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
主
要
産
業
だ
っ
た
煙
草
産

業
が
衰
退
し
は
じ
め
た
後
、
一
七
八
三
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議

( G
lasgow

 Cham
ber of Com

m
erce)

が
設
立
さ
れ
る
と
、
こ
れ

が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
と
周
辺
地
域
の
経
済
上
の
重
要
問
題
を
預
か
る

拠
点
に
な
っ
た（
（3
（

。
産
業
会
議
発
足
時
の
会
員
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
内
の

商
人
が
最
も
多
く
、
こ
の
内
訳
は
、
会
議
運
営
上
の
勢
力
分
布
に
影

響
し
た（
（3
（

。
し
か
し
、
地
域
の
主
産
業
の
衰
退
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た

同
会
議
は
、
商
人
館
と
職
工
館
の
政
治
的
、
地
位
的
対
立
を
解
消
し
、

産
業
利
害
を
包
括
的
に
解
決
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
お
り
、
会
議

自
体
も
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
と
近
郊
地
域
の
経
済
状
況
を
総
体
的
に
向
上

す
る
強
力
な
支
援
基
盤
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー

産
業
会
議
は
、
発
足
直
後
に
国
王
勅
許
を
獲
得
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
南
西
部
産
業
地
域
唯
一
の
経
済
的
公
的
組
織
と
し
て
、
地
域
の
産

業
に
か
ん
す
る
問
題
に
幅
広
く
関
与
し
た（
（3
（

。
そ
し
て
成
長
著
し
い
木

綿
産
業
の
発
展
を
支
え（
（3
（

、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
一
七
八
八
年
の
不

況
時
に
も
、こ
の
産
業
会
議
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

（
３
）
代
表
団

　
一
七
八
〇
年
代
の
ブ
リ
テ
ン
で
は
、
異
な
る
産
業
従
事
者
を
結
ぶ

全
国
的
経
済
利
害
団
体
の
組
織
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
（3
（

。
た

だ
し
こ
の
種
の
組
織
は
、
経
済
的
利
害
が
地
域
と
産
業
ご
と
に
収
斂
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一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

し
、
広
範
囲
に
適
応
す
る
統
一
的
な
利
害
を
追
求
す
る
こ
と
が
困

難
、
も
し
く
は
意
味
が
小
さ
い
環
境
で
は
、
要
求
内
容
の
違
い
か
ら

組
織
内
に
主
導
権
争
い
等
が
生
じ
、
継
続
的
に
機
能
す
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た（
（3
（

。
し
か
し
、
同
じ
産
業
に
従
事
す
る
者
は
、
地
域
を
越
え

た
連
携
回
路
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
発
展
期
の
木
綿
産
業
関

係
者
は
、
遠
距
離
で
あ
っ
て
も
、
同
業
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
、
原

料
調
達
や
技
術
開
発
、
工
場
の
設
立
や
経
営
を
促
進
す
る
う
え
で
不

可
欠
と
考
え
た（
（3
（

。
た
と
え
ば
、
後
に
ロ
ン
ド
ン
で
都
市
警
察
の
基
礎

を
つ
く
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
、
後
出
の
ロ
ン
ド

ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
開
設
案
に
お
い
て
活
動
す
る
カ
フ
ー
ン

( Patrick Colquhoun, 1745-1820)
（
（4
（

は
、
八
〇
年
代
半
ば
ま
で

グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
長
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議
初
代
議
長
を
務
め
て
お

り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
熱
心
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
時
に
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
木
綿
産
業
の
育
成
と
発
展
を
念
頭
に
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
等
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
諸
地
域
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
産
業
関
係
者
と
連
絡

を
と
り
、
調
査
を
し
、
情
報
を
交
換
し
た（
（4
（

。
技
術
や
資
本
の
提
携
は
、

身
近
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
お
中
心
だ
っ
た（
（4
（

。
た
だ
し
、
ア
ー

ク
ラ
イ
ト
と
ブ
リ
テ
ン
各
地
の
繊
維
産
業
者
と
の
企
業
提
携
が
示
す

よ
う
に
、
新
型
機
械
の
導
入
や
工
場
設
立
等
の
契
約
は
、
地
域
や
国

境
を
越
え
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
各
地
方
、
地
域
の
産
業
関
係
者
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
仲
介
業
者
と
連
携
し
た
ほ
か
、
地
方
の
、
距
離
を
隔
て

た
地
域
の
産
業
関
係
者
が
、
製
造
や
販
売
活
動
上
の
提
携
関
係
を
も

つ
こ
と
も
あ
っ
た（
（4
（

。
一
八
世
紀
末
の
ブ
リ
テ
ン
の
産
業
関
係
者
は
、

政
治
的
に
も
、
こ
う
し
た
同
種
産
業
内
の
多
様
な
連
携
を
と
お
し
て

主
張
を
発
し
た
。

　
一
七
八
八
年
の
不
況
時
に
も
、「
代
表
団
」
の
も
と
で
、
産
業
者

の
超
地
域
的
連
携
が
み
ら
れ
た
。
代
表
団
に
は
主
に
三
つ
の
か
た
ち

が
あ
っ
た
。
①
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
代
理
人
が
地
方
の
産
業
地
域
を
代

表
し
て
形
成
し
た
も
の
。
②
①
の
一
部
が
、
必
要
に
応
じ
て
別
途
形

成
し
た
も
の
。
③
不
況
発
生
後
に
新
た
に
派
遣
さ
れ
た
者
ら
が
共
同

で
構
成
し
た
も
の
、
で
あ
る
。
形
は
違
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
関
係
者
が
リ
ー
ド
を
と
っ
た
。

代
表
団
の
役
割
は
、
地
元
の
意
見
を
ロ
ン
ド
ン
在
中
の
地
方
選
出
議

員
や
有
力
者
、
中
央
政
府
、
関
係
省
庁
に
伝
え
る
こ
と
と
、
こ
れ
ら

の
意
見
を
ふ
ま
え
て
政
府
高
官
、
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
等
と
実
交

渉
に
あ
た
る
こ
と
だ
っ
た
。各
組
織
が
ど
の
程
度
の
期
間
維
持
さ
れ
、

組
織
の
成
員
が
ど
の
程
度
の
密
度
で
連
携
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
代
表
者
は
、
請
願
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
さ
い
に

は
共
同
で
活
動
し
た
。

　
一
七
八
八
年
の
不
況
時
に
、
ブ
リ
テ
ン
本
国
の
木
綿
産
業
従
事
者

は
、
ま
ず
は
各
地
域
内
で
問
題
に
対
処
し
た
。
だ
が
、
必
要
に
応
じ

て
地
域
を
超
え
て
暫
定
的
に
連
携
し
て
行
動
し
、
代
表
団
を
形
成
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
連
携
を
と
っ
た
場
合
も
最
終
的
に
各

地
域
の
代
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
域
、
も
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
が
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強
く
つ
な
が
る
地
域
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
行
動
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
。

三
、
具
体
的
対
応

（
１
）
特
権
会
社
批
判

　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
、
請
願
の
提
出
に
先
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
会
合
を
招
集
し
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
は
、
バ

ラ
リ
ー
ヴ
が
呼
び
か
け
て
一
七
八
八
年
二
月
一
二
日
に
開
か
れ
た

「
キ
ャ
ラ
コ
お
よ
び
モ
ス
リ
ン
製
造
業
の
福
利
に
関
心
を
も
つ
」
者

た
ち
が
出
席
し
た
会
が
最
初
の
会
合
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ピ
ー
ル

父
子
ら
地
域
の
有
力
産
業
関
係
者
に
く
わ
え
、
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
父
子

な
ど
地
域
外
か
ら
の
関
係
者
も
含
ま
れ
て
い
た（
（4
（

。グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
、

前
出
の
カ
フ
ー
ン
を
議
長
と
す
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議
が
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
よ
り
も
早
い
一
月
二
五
日
に
「
綿
糸
紡
績
工
お
よ
び
、
白

木
綿
、
モ
ス
リ
ン
製
造
業
者
」
に
呼
び
か
け
て
最
初
の
会
合
を
開

き（
（4
（

、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
要
木
綿
産
業
者
」
か
ら
不
況
関
連
の
書

簡
を
受
取
っ
た
後
の
二
月
一
三
日
（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
の
初
会
合
開

催
の
翌
日
）
に
詳
細
な
討
議
を
お
こ
な
っ
た（
（4
（

。
両
地
と
も
に
こ
れ
ら

初
期
の
会
合
で
不
況
対
策
の
取
り
ま
と
め
役
を
選
出
し
、
臨
時
委
員

会
を
設
置
し
た（
（4
（

。
不
況
の
「
主
因
」
を
特
定
し
、
解
決
策
の
骨
子
を

ま
と
め
、
対
策
の
実
行
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
誓
っ

た（
（4
（

。
　
初
期
の
会
合
で
の
討
議
内
容
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議

が
詳
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
の
討
議
内
容
自

体
は
未
詳
だ
が（
（4
（

、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
が
密
接
に
連
絡
を

と
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
、
以
下
で
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議

の
記
録
に
従
っ
て
、
対
応
活
動
初
期
の
討
議
内
容
を
確
認
す
る
。
ま

ず
決
議
の
全
容
で
あ
る
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業
会
議
は
、
二
月
一
三
日

の
第
二
回
会
合
で
一
四
件
の
決
議
条
項
を
採
択
し
た
。
会
議
の
開
催

主
旨
を
記
し
た
前
文
（
第
二
項
）
の
直
後
、
本
文
冒
頭
（
第
三
項
）

で
産
業
関
係
者
の
窮
状
と
そ
の
原
因
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
づ

い
て
近
年
の
ブ
リ
テ
ン
木
綿
産
業
の
発
展
状
況
の
説
明
（
第
四
、五
、

六
項
）
が
あ
り
、
再
び
経
済
的
危
機
が
ふ
れ
ら
れ
、
本
国
の
木
綿
産

業
を
保
護
す
べ
き
だ
、
と
主
張
さ
れ
た
（
第
七
項
）。
次
に
、
東
イ

ン
ド
会
社
に
た
い
す
る
批
判
が
展
開
し
（
第
八
、九
項
）、
事
態
へ
の

具
体
的
対
応
策
が
示
さ
れ
た
（
第
一
〇
、一
一
項
）。
最
後
二
つ
の
条

項
は
、
議
長
へ
の
謝
辞
と
、
全
決
議
条
項
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
の
承

認
で
あ
る（
（5
（

。

　
決
議
で
は
、
不
況
の
原
因
が
二
点
指
摘
さ
れ
た
。
①
東
イ
ン
ド

会
社
が
、
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
よ
り
も
法
的
に
有
利
な
貿
易

条
件
を
得
て
い
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
商
品

（
木
綿
製
品
を
含
む
）
に
輸
出
奨
励
金
が
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、

一
七
八
五
年
の
フ
ァ
ス
チ
ャ
ン
法
撤
廃
後
に
も
、
同
社
に
比
べ
て
、
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一
七
八
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・
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ル
の
設
立
（
大
橋
）

本
国
製
木
綿
製
品
が
不
利
な
条
件
下
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

を
念
頭
に
お
い
た
主
張
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る（
（5
（

。②
東
イ
ン
ド
会
社
が
、

綿
布
を
「
突
如
、
大
量
」
に
輸
入
し
た
こ
と（
（5
（

。
と
く
に
問
題
と
な
っ

た
の
は
、
モ
ス
リ
ン
等
、
上
質
綿
布
の
量
販
だ
っ
た
。
一
七
八
〇
年

代
に
は
、
ブ
リ
テ
ン
木
綿
商
品
は
イ
ン
ド
製
綿
布
よ
り
劣
る
と
い
う

見
方
が
ま
だ
根
強
く
あ
っ
た（
（5
（

。
し
か
し
、
技
術
的
に
は
、
ブ
リ
テ
ン

で
も
高
級
綿
布
の
製
造
は
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
国
の
産
業
関

係
者
は
、
市
場
開
拓
に
意
欲
的
だ
っ
た（
（5
（

。
会
合
で
は
、
東
イ
ン
ド
会

社
が
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
特
定
の
上
質
綿
布
を
不
当
に
販
売
し
て
い

た
と
指
摘
し
た
う
え
で
、そ
の
種
の
販
売
が
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
が
、

本
国
製
の
綿
布
の
流
通
に
影
響
し
て
い
る
と
し
た（
（5
（

。

　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
、
第
二
回
会
合
の
一
週
間
後
（
二
月
二
〇
日
）

に
第
三
回
会
合
を
開
き
、
先
行
す
る
会
合
で
の
決
議
内
容
を
再
確
認

し
た
。
そ
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
特
許
更
新
日
程
（
一
七
九
三
年
）

を
ふ
ま
え
て
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
情
報
を
早
急
に
収
集
す
る

必
要
が
あ
る
、
と
強
調
し
た（
（5
（

。
第
二
回
会
合
で
採
択
さ
れ
た
議
決
の

内
容
は
、地
元
紙
上
に
公
表
さ
れ
た
後
、「
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
を
へ
」

て
、
同
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
大
英
帝
国
に
お
け

る
、
キ
ャ
ラ
コ
、
モ
ス
リ
ン
産
業
の
直
面
す
る
重
要
な
危
機
的
状
況

に
つ
い
て
の
解
題
』中
に
引
用
さ
れ
て
、公
開
さ
れ
た（
（5
（

。
グ
ラ
ス
ゴ
ー

産
業
会
議
は
、
そ
の
後
も
、
木
綿
産
業
の
状
況
に
か
ん
す
る
協
議
を

断
続
的
に
お
こ
な
っ
た（
（5
（

。

　
他
方
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
以
外
の
木
綿
産
業
関
係
者

も
連
絡
を
と
り
あ
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
東
北
部
、
ア
シ
ュ
ト
ン
・

ア
ン
ダ
ー
・
ラ
イ
ン
の
木
綿
産
業
者
は
、一
七
八
八
年
二
月
に
カ
フ
ー

ン
宛
て
の
書
状
で
地
域
の
惨
状
を
伝
え
て
い
る（
（5
（

。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
産
業

会
議
で
は
、
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
る
不
況
に
対
処
す
る
に
は
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
各
地
の
木
綿
産
業
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
し
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
両
地
域
の
産
業
関
係
者
の
合
同
会

議
開
催
を
提
案
し
た（
（6
（

。
提
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
と
く
に
グ
ラ

ス
ゴ
ー
の
産
業
関
係
者
は
、
当
初
か
ら
他
地
域
の
産
業
関
係
者
と
共

同
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
な
ど
、
概
し
て
幅
広
く
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
積
極
的
だ
っ
た
。

　
各
地
域
が
不
況
へ
の
対
応
を
示
す
一
方
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
代
表

団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
地
域
の
有
力
者
の
支
援
取
り
つ
け
に
奔
走

し
、商
務
省
の
役
人
や
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
と
の
折
衝
を
重
ね
た
。

ま
た
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
会
合
で
得
た
決
議
内
容
に

そ
っ
て
、
現
行
の
貿
易
間
連
法
の
見
直
し
を
政
府
に
要
求
し
、
考
慮

さ
れ
る
べ
き
条
件
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
た（
（6
（

。
①
東
イ
ン
ド
会
社
の

貿
易
に
た
い
す
る
政
府
の
保
護
支
援
は
停
止
す
べ
き
こ
と
、
②
前
年

の
よ
う
な
輸
入
綿
布
の
廉
価
販
売
は
今
後
い
っ
さ
い
や
め
る
べ
き
こ

と
、
③
東
イ
ン
ド
会
社
は
木
綿
製
品
の
販
売
を
年
二
回
の
定
期
公
開

販
売
会
に
限
る
べ
き
こ
と
、
④
東
イ
ン
ド
会
社
が
高
級
綿
布
用
の
綿

糸
を
本
国
に
供
給
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
会
社
の
輸
入
商
品
を
、
本
国
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の
木
綿
製
造
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
の
材
料
（
原
棉
）
に
限
定

す
べ
き
こ
と（
（6
（

。

　
以
上
の
と
お
り
、
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
は
、
ま
ず
、
本
国
の

法
的
環
境
や
体
制
が
支
え
る
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
逸
脱
し
た
貿
易
販

売
体
制
を
不
況
の
主
因
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
不
況
に
対
応

し
、
ブ
リ
テ
ン
本
国
の
木
綿
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
東
イ
ン

ド
会
社
の
商
業
特
権
縮
小
と
、
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
に
た
い
し

て
、
同
社
と
等
し
い
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

（
２
）
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル(G

eneral R
eceptacle 

or H
all)

開
設
案

　
不
況
は
収
ま
る
様
子
を
な
か
な
か
み
せ
な
か
っ
た
。
一
七
八
八
年

四
月
末
発
行
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
は
、
八
八
年
に
は
破
産

が
と
く
に
多
数
で
、
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
時
期
ま
で
に
、
多
く
の
木

綿
産
業
関
係
者
の
破
産
を
確
認
し
た
と
報
じ
た（
（6
（

。
同
年
五
月
初
旬
、

商
務
省
に
は
、
木
綿
産
業
関
係
者
か
ら
の
陳
情
が
新
た
に
届
い
た（
（6
（

。

政
府
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
輸
入
木
綿
商
品
の
販
売
に
か
ん
す
る

報
告
書
を
受
け
と
り
、
同
社
役
員
と
本
国
産
業
関
係
者
に
面
談
す
る

な
ど
解
決
方
法
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
問
題
の
解
決
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た（
（6
（

。
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
は
、
特
権
会
社
の
批
判
と
、

自
産
業
の
制
度
的
保
護
を
要
求
す
る
方
法
が
功
奏
さ
な
い
な
か（
（6
（

、
別

の
解
決
方
法
を
提
示
し
た
。

　
五
月
末
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、「
ブ
リ
テ
ン
の
木
綿
工
場
所
有
者
、

お
よ
び
、
キ
ャ
ラ
コ
、
モ
ス
リ
ン
製
造
業
者
」
の
代
表
が
、
請
願
を

商
務
省
に
提
出
し
た
。「
ブ
リ
テ
ン
木
綿
産
業
が
大
発
展
す
る
に
は

［
中
略
］、
商
品
の
新
た
な
販
路
［
を
開
拓
す
る
こ
と
］
が
必
要
で
あ

る
」（
（6
（

。
前
文
に
こ
う
記
し
た
う
え
で
、
請
願
は
、「
キ
ャ
ラ
コ
、
モ
ス

リ
ン
、
そ
の
他
の
木
綿
と
、
そ
の
混
合
製
品
を
集
荷
し
、
公
開
の

競
り
で
販
売
」
す
る
た
め
、「
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
」

の
開
設
を
計
画
し
て
い
る
と
告
げ
た（
（6
（

。
そ
し
て
、
製
品
搬
入
時
に
要

す
る
前
金
額
と
そ
の
払
い
戻
し
方
、
製
品
収
納
方
法
、
ホ
ー
ル
の
利

用
規
定
や
運
営
方
法
、
大
陸
の
商
人
向
け
目
録
の
回
覧
、
世
界
の
商

人
に
た
い
す
る
ブ
リ
テ
ン
製
木
綿
商
品
の
宣
伝
活
動
、
海
外
市
場
の

需
要
に
か
ん
す
る
本
国
の
産
業
者
向
け
の
有
益
情
報
の
伝
達
、
そ
し

て
、
競
り
に
よ
る
公
開
販
売
会
の
年
四
回
開
催
な
ど
、
ホ
ー
ル
で
の

活
動
全
一
〇
項
目
を
記
し
た
計
画
案
を
示
し
つ
つ
、

…
こ
の
計
画
を
実
行
す
れ
ば
、
各
種
の
利
益
が
生
ま
れ
る
だ

ろ
う
。
よ
っ
て
請
願
者
は
、
こ
れ
を
、
現
在
の
大
不
況
へ
の

特
効
薬
と
す
る
た
め
に
、…
永
劫
か
つ
堅
固
な
利
益
［
の
源
泉
］

と
す
る
た
め
に
、
大
蔵
大
臣
殿
か
ら
最
大
の
ご
支
援
を
賜
る

よ
う
希
う
。
最
有
力
の
お
墨
付
き
、
国
王
勅
許
を
で
き
る
だ

け
早
く
賜
る
よ
う
、
我
々
の
考
え
を
上
梓
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
希
う
…（
（6
（

。
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と
、
ホ
ー
ル
の
公
益
性
の
高
さ
を
力
説
し
た
。

　
集
約
的
販
売
拠
点
を
ロ
ン
ド
ン
に
お
き
、
販
売
方
法
に
競
り
を
用

い
る
な
ど
、
こ
の
計
画
に
は
、
こ
の
節
の
（
１
）
で
み
た
の
と
同
様

に
、
本
国
木
綿
産
業
界
が
東
イ
ン
ド
会
社
と
同
じ
土
俵
で
商
売
す
る

準
備
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
図
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
関
係
の
維
持
は
、
本
国
の
木
綿
産
業
界
に

と
っ
て
重
要
だ
っ
た
。
実
は
、
代
表
団
は
、
ホ
ー
ル
開
設
案
を
各
地

の
木
綿
産
業
関
係
者
に
告
知
し
て
い
な
か
っ
た
が（
（7
（

、
そ
の
理
由
は
、

計
画
に
確
実
な
賛
同
を
え
る
た
め
に
建
設
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（
（7
（

。
そ
の
資
金
提
供
者
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
元
役

員
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と（
（7
（

、
一
七
八
〇
年
代
に
お
い
て
も
材
料
供
給

の
ル
ー
ト
と
し
て
、
本
国
木
綿
産
業
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
必
要
と
し

て
お
り
、
同
社
と
の
対
立
が
有
益
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮

す
る
と（
（7
（

、
提
案
を
事
前
に
告
知
し
な
か
っ
た
の
は
、
不
況
の
「
原
因
」

だ
っ
た
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
関
係
維
持
を
画
策
し
て
い
た
た
め
と
推

測
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
同
社
に
配
慮
す
る
姿
勢
は
、
ホ
ー
ル
開
設
案
に
か
か
わ
っ
た
カ

フ
ー
ン
の
思
想
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
地
域
の
産

業
振
興
に
熱
心
だ
っ
た
カ
フ
ー
ン
は
、
不
況
回
復
の
た
め
の
活
動
で

は
、本
国
の
木
綿
産
業
へ
の
政
府
の
支
援
が
足
り
な
い
と
主
張
し
て
、

東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
特
権
偏
重
を
批
判
し
て
い
た（
（7
（

。
ま
た
、
特
権
会

社
同
様
の
商
業
的
利
権
を
本
国
の
産
業
が
も
つ
こ
と
で
自
由
な
商
業

活
動
が
実
現
す
る
と
く
り
か
え
し
、
本
国
木
綿
産
業
に
た
い
す
る
税

率
改
正
を
求
め
る
な
ど
、
制
度
改
正
に
よ
る
問
題
の
解
決
を
模
索
し

た（
（7
（

。
こ
う
し
た
考
え
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
運
用
案
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ホ
ー
ル
で
の
製
品
販
売
を
競
り
で
行

う
と
し
た
の
は
、
一
七
七
七
年
の
競
売
課
税
法
制
定
以
降
、
競
売
さ

れ
る
商
品
の
多
く
は
免
税
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の

輸
入
商
品
も
競
売
さ
れ
る
場
合
に
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る（
（7
（

。
　
し
か
し
カ
フ
ー
ン
は
、
産
業
利
害
を
国
家
的
問
題
と
と
ら
え
て
い

た（
（7
（

。
彼
は
、
本
国
の
木
綿
産
業
界
と
東
イ
ン
ド
会
社
と
が
対
立
し
す

ぎ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
状
況
を
良
い
方
向
に
導
く
た
め
の
制
度
改
革

で
は
、「
東
イ
ン
ド
会
社
［
の
商
い
］
を
損
な
わ
な
い
」
こ
と
を
望

ん
だ（
（7
（

。
後
に
出
版
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
紡
績

工
と
ピ
ー
ス
・
グ
ッ
ズ
製
造
工
の
場
合
』（
一
七
九
〇
年
）
の
な
か
で
、

カ
フ
ー
ン
は
、
本
国
木
綿
産
業
保
護
は
必
要
だ
と
し
つ
つ
も
、
綿
布

価
格
が
下
落
す
れ
ば
、
本
国
の
産
業
だ
け
で
な
く
、
東
イ
ン
ド
会
社

に
も
不
利
益
が
生
じ
る
と
述
べ
た（
（7
（

。
ブ
リ
テ
ン
経
済
の
総
合
的
繁
栄

は
、
批
判
と
敵
対
を
こ
え
て
、
共
存
可
能
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

か
な
う
と
い
う
の
が
カ
フ
ー
ン
の
意
見
だ
っ
た
。

　
開
設
案
は
、
上
述
の
諸
方
針
の
ほ
か
、
国
内
同
業
者
の
組
織
化

や
、
自
国
製
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
国
内
外
に
幅
広
く
展
開
す
る
た
め
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の
具
体
的
な
方
法
を
示
し
、
運
営
組
織
と
建
物
の
維
持
、
ホ
ー
ル
で

の
活
動
に
参
画
す
る
産
業
者
の
福
利
厚
生
の
運
営
維
持
の
詳
細
も
定

め
た（
（8
（

。
ホ
ー
ル
は
木
綿
産
業
関
係
者
が
構
成
す
る
同カ

ン

パ

ニ

ー

業
者
団
体
が
管

理
し
、
公
則
と
恒
久
的
資
本
に
も
と
づ
い
て
運
営
す
る
と
し
た（
（8
（

。
こ

こ
に
は
、
代
表
が
、
本
国
木
綿
産
業
内
の
産
業
振
興
と
流
通
体
制
の

未
熟
さ
が
不
況
の
一
要
因
だ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
、
毛
織
物
産
業
が

所
有
し
て
い
た
ク
ロ
ス
・
ホ
ー
ル
に
似
た
流
通
の
拠
点
を
築
き
、
産

業
発
展
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
代
表
団
が
示
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
と
ク
ロ
ス
・

ホ
ー
ル
は
、
存
在
意
義
や
運
営
方
針
に
お
い
て
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
ほ
か
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
で
は
、
木
綿
産
業
関
係
者
に
、
当

初
か
ら
ホ
ー
ル
の
使
用
不
使
用
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た（
（8
（

。
つ
ま

り
、
同
業
者
個
々
人
の
自
立
性
や
自
由
意
志
を
尊
重
し
た
う
え
で
、

新
型
の
集
約
的
拠
点
を
つ
う
じ
て
、
国
内
各
地
に
散
ら
ば
る
木
綿
産

業
関
係
者
を
統
括
す
る
共
同
体
を
つ
く
る
の
が
、
代
表
団
の
ね
ら
い

だ
っ
た
。

　
特
権
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
東
イ
ン
ド
会
社
を
単
に
排
除
せ
ず
む

し
ろ
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
。
同
時
に
、
自
産
業
の
た
め
の
集
約

的
流
通
拠
点
の
構
築
を
提
案
す
る
が
、
同
時
に
産
業
者
の
自
由
な
活

動
を
認
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル

の
開
設
案
に
は
、
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
提
案
が
過
渡
期
な
ら
で
は
の
特
異
性
な
の
か
ど
う
か
は
不

明
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
一
七
九
〇
年
代
以
降
の
経
済
的
自
由
主
義

と
は
異
な
る
面
を
み
せ
て
い
た
。

四
．
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
に
た
い
す
る
反
対

　
開
設
案
を
審
議
す
る
た
め
、
商
務
省
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
、
そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近
郊
の
産
業
町
ペ
ズ
リ
ー
の
木
綿
産

業
関
係
者
に
意
見
を
求
め
た（
（8
（

。
同
年
七
月
末
、
三
地
域
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
ペ
ズ
リ
ー
は
計
画
に
反
対
、グ
ラ
ス
ゴ
ー

は
賛
成
だ
っ
た（
（8
（

。
反
対
意
見
が
過
半
数
だ
っ
た
た
め
、
商
務
省
は
、

ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
を
認
め
な
か
っ
た（
（8
（

。

　
反
対
の
理
由
は
大
き
く
二
つ
だ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
固
有
の
事
情
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
ホ
ー
ル
建
設
予
定
地
が
ロ
ン

ド
ン
だ
っ
た
こ
と
に
関
連
し
、
さ
ら
に
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
綿
布
市
場
は
、
一
七
九
〇
年
代
半
ば
に
も
な
お
ロ
ン
ド
ン
が

中
心
で
、
海
外
輸
出
も
ロ
ン
ド
ン
を
経
由
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る（
（8
（

。

た
だ
し
産
業
が
急
速
に
発
展
し
た
一
七
八
〇
年
代
末
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
は
材
料
と
製
品
の
搬
入
出
を
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
依
存
し
て
お
り
、

同
地
域
の
産
業
利
益
を
損
な
う
と
い
う
理
由
で
、
自
製
品
を
製
造
地

か
ら
離
れ
た
ロ
ン
ド
ン
に
わ
ざ
わ
ざ
搬
送
す
る
こ
と
に
利
を
み
い
だ

さ
な
く
な
っ
て
も
い
た（
（8
（

。
次
に
、
各
地
域
が
力
を
入
れ
て
い
た
製
品

の
違
い
も
、
ホ
ー
ル
を
ロ
ン
ド
ン
に
お
く
こ
と
へ
の
反
対
理
由
の
一
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一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

つ
だ
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
は
、
同
じ
く
ホ
ー
ル
の
開
設
に
反
対

し
た
ペ
ズ
リ
ー
と
連
携
し
て
高
級
木
綿
製
品
を
製
造
し
つ
つ
、
一
般

使
用
の
製
品
な
ど
多
様
な
綿
布
製
造
を
展
開
し
て
い
た
。
他
方
グ
ラ

ス
ゴ
ー
は
、
麻
織
物
製
造
の
技
術
を
応
用
し
モ
ス
リ
ン
等
の
比
較
的

高
級
な
ピ
ー
ス
・
グ
ッ
ズ（
（8
（

の
製
造
に
力
を
入
れ
た
。
製
品
の
違
い
は

市
場
の
相
違
を
意
味
し
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
が
す
で
に
北
米
の
市
場

を
重
視
し
て
い
た
の
に
た
い
し
て（
（8
（

、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
諸
国
の
東
洋
趣
味
と
奢
侈
消
費
と
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
木
綿
産
業
関
係
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
無

関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
経
由
の
貿
易

を
特
定
の
代
理
人
を
介
し
て
独
自
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
新
設
の

ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
意
味
を
認
め
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ル
開
設

を
提
案
し
た
代
表
団
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
代
表

が
三
名
ず
つ
含
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー

ル
の
建
設
地
を
ロ
ン
ド
ン
と
し
た
こ
と
に
は
合
意
が
あ
っ
た
と
み
る

の
が
適
当
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
述
の
と
お
り
計
画
が
地
方
の
産
業

関
係
者
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
商
務
省
か
ら
の
答
申
で
計
画
を
初
め
て
知
っ
た
各
地
の
木
綿
産

業
関
係
者
は
、地
域
の
事
情
を
考
慮
し
て
、従
来
使
用
し
て
い
た
個
々

の
流
通
方
法
を
優
先
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ー
ル
の
利
用
に
賛
同
し
な

か
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る（
（9
（

。

　
次
に
、競
り
に
よ
る
公
開
販
売
を
前
提
と
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー

ル
と
い
う
施
設
に
反
対
す
る
意
見
で
あ
る
。
反
対
理
由
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
け
る
産
業
の
規
模
と
、
施
設
に
つ
い
て
の
認
識
の

違
い
で
あ
る
。
一
つ
目
の
産
業
規
模
に
関
係
す
る
反
対
理
由
と
は
、

ホ
ー
ル
の
よ
う
な
集
約
的
施
設
で
公
開
に
商
品
を
販
売
す
る
方
法

は
、
木
綿
製
品
に
は
適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。

ラ
ン
カ
シ
ャ
地
域
史
の
著
者
Ｊ
・
エ
イ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀

に
は
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
で
も
、
綿
布
を
地
域
の
公
共
市(local public 

m
arkets)

で
売
買
し
て
お
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
は
市
の
開
催
地
で

も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
市
で
売
買
さ
れ
た
が
、
綿
織
物
は
「
…
ヨ
ー

ク
シ
ャ
の［
毛
］織
物
販
売
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
な
い
」（
（9
（

。
な
ぜ
な
ら
、

綿
布
は
量
と
種
類
が
豊
富
だ
っ
た
た
め
、
展
示
即
売
の
方
法
が
適
さ

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
二
つ
目
の
、
ホ
ー
ル
と
い
う
施
設
に
た
い
す
る
認
識
に
か
か
わ
る

点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ホ
ー
ル
の
も
つ
「
公
」
性
を
問
題
視
す
る

立
場
と
、「
競
り
」
と
い
う
販
売
方
法
を
問
題
に
す
る
立
場
と
が
あ
っ

た（
（9
（

。
前
述
の
と
お
り
、
代
表
団
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
運
営

は
、
国
内
の
木
綿
産
業
関
係
者
が
組
織
す
る
同
業
者
団
体
が
管
理
す

る
と
し
た
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
施
設
を
拠
点
に
し
て
木
綿
産
業
関

係
者
の
団
結
組
織
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、産
業
関
係
者
の
な
か
に
は
、

こ
う
し
た
団
体
を
、
特
権
会
社
と
同
種
の
社
団
的
組
織
と
み
な
す
者

が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
組
織
の
も
と
で
は
、
産
業
者
個
々

人
の
利
益
や
商
活
動
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

も
う
一
つ
の
、「
競
り
」
に
た
い
す
る
認
識
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ン
で

は
、
一
七
七
〇
年
代
末
ま
で
、
競
り
の
運
用
は
法
的
規
制
を
い
っ
さ

い
受
け
な
か
っ
た（
（9
（

。
そ
の
た
め
に
競
り
自
体
も
正
規
の
販
売
方
法
と

は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
多
数
の
購
買
予
定
者
を
動
員
し
、

多
量
の
商
品
を
一
斉
に
販
売
で
き
る
点
で
効
率
が
よ
か
っ
た
。ま
た
、

販
売
予
定
商
品
と
販
売
完
了
の
経
過
を
開
示
す
る
点
で
は
取
引
の
公

正
性
を
保
障
し
た
の
で
、
取
引
所
な
ど
、
公
的
市
場
で
利
用
さ
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
競
り
は
、
市
場
経
済
が
発
展
す
る
過
程

の
十
八
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
で
は
流
通
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
頻
繁
に

用
い
ら
れ
て
い
た（
（9
（

。
そ
の
点
、
木
綿
産
業
で
の
利
用
も
例
外
で
は
な

か
っ
た（
（9
（

。
た
だ
し
、
競
り
を
お
こ
な
う
に
は
特
殊
な
技
能
と
知
識
が

必
要
で
、
そ
の
運
用
は
技
術
を
も
つ
人
間
に
集
中
し
が
ち
だ
っ
た（
（9
（

。

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
競
り
の
独
占
的
運
用
は
、
他
の
商
人
と
競
り
運

用
者
と
の
あ
い
だ
に
対
立
関
係
を
生
ん
だ（
（9
（

。
先
の
、
競
売
課
税
法

は
、
競
り
人
に
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
義
務
付
け
た
が
、
同
法
の
免
税

措
置
の
も
と
、
一
部
の
競
り
人
は
ラ
イ
セ
ン
ス
が
不
要
と
さ
れ
た
た

め
、
競
り
人
の
位
置
づ
け
は
む
し
ろ
錯
綜
し
た
。
そ
う
し
た
制
度
上

の
不
備
を
つ
い
て
仲
介
商
人
が
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
（9
（

。

一
七
八
九
年
出
版
の
『
木
綿
産
業
考
』
の
著
者
で
、
西
イ
ン
ド
諸
島

で
の
交
易
経
験
を
も
つ
仲
介
業
者
に
よ
れ
ば
、
木
綿
産
業
に
お
い
て

競
り
は
、
投
機
的
取
引
が
増
え
た
八
〇
年
代
に
多
く
利
用
さ
れ
た
。

一
般
に
競
り
は
中
間
商
人
が
行
っ
た
が
、
彼
ら
は
高
額
な
仲
介
料
を

と
り
「
い
か
さ
ま
の(deceitful)

」
商
い
で
製
造
者
の
利
益
を
損
ね

た（
（9
（

。
さ
ら
に
は
投
機
が
あ
お
ら
れ
る
心
配
も
あ
っ
た（

（10
（

。
競
り
で
は
仲

介
業
者
が
悪
事
を
は
た
ら
き
、
投
機
を
助
長
し
う
る
好
ま
し
か
ら
ぬ

販
売
方
法
で
あ
る
。
こ
の
認
識
が
、
と
く
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
同
地

域
等
の
産
業
関
係
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
一
七
八
八

年
の
不
況
の
翌
年
に
起
こ
っ
た
織
物
製
品
に
た
い
す
る
競
売
税
免
税

規
定
改
正
案
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
、
実
直
な
商
人
の
経
済
活
動
を
阻

害
す
る
競
り
は
、
商
業
の
自
由
を
損
な
う
性
質
の
販
売
だ
と
の
批
判

を
展
開
し
た（
（10
（

。

　
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
開
設
案
は
、
ブ
リ
テ
ン
各
地

の
木
綿
産
業
関
係
者
を
結
び
、
流
通
を
組
織
の
も
と
で
管
理
す
る
こ

と
で
市
場
の
混
乱
を
解
消
し
、
効
果
的
宣
伝
方
法
等
に
よ
っ
て
市
場

を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
提
案
だ
っ
た
。
提
案
に
反
対
し
た
産
業
関
係

者
が
集
約
的
流
通
施
設
や
競
り
を
使
用
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、
個
々
の
産
業
地
域
で
は
、
異
な
る
市
場
と
流
通
方
法
が

志
向
さ
れ
て
お
り（
（10
（

、
そ
れ
が
開
設
案
に
た
い
す
る
反
対
意
見
の
一
つ

に
な
っ
た
。
同
時
に
、
ホ
ー
ル
と
い
う
拠
点
と
、
そ
こ
で
の
販
売
方

法
自
体
に
も
強
い
反
対
が
み
ら
れ
た
。
計
画
案
へ
の
反
対
者
は
、
そ

れ
ら
に
「
独
占
」「
不
公
正
」「
詐
欺
的
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
を

認
め
て
い
た（
（10
（

。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
本
国
の
木
綿
産
業
関
係
者
自
身

が
東
イ
ン
ド
会
社
批
判
を
展
開
し
た
さ
い
に
指
摘
し
た
要
素
で
あ
っ

た
。
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一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
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ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

結
語

　
ブ
リ
テ
ン
の
経
済
社
会
は
、
一
八
世
紀
末
よ
り
、
自
由
主
義
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
近
代
的
制
度
や
思
想
を
展
開
す
る
た
め
の
環
境

を
準
備
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
本
国
の
木

綿
産
業
界
の
発
展
が
新
時
代
の
一
端
緒
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
木
綿

産
業
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
い
う
旧
来
の
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は

異
質
の
地
域
を
中
心
に
展
開
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
、新
し
い（
な

い
し
は
近
代
的
）
思
想
と
強
く
関
連
す
る
と
理
解
さ
れ
た
面
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
み
た
一
七
八
八
年
の
事
例
に
も
、
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
の
「
先
進
性
」
を
裏
づ
け
る
事
実
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
、
そ

う
し
た
理
解
は
、
一
九
世
紀
に
お
よ
ん
で
展
開
す
る
近
代
的
側
面
を

説
明
す
る
さ
い
に
は
適
合
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
八
世
紀
末
の

木
綿
産
業
界
の
実
態
は
、
も
う
少
し
複
雑
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
木

綿
産
業
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
以
外
の
地
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
グ
ラ
ス

ゴ
ー
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
西
部
地
帯
は
そ
う
し
た
地
域
の
な
か
で

も
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
に
並
ぶ
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
一
九
世
紀
に
お
よ

ぶ
社
会
経
済
史
上
に
も
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
だ
っ
た（
（10
（

。

そ
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
が
幅
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
で
産
業
の
連
携
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
位
置
づ
け
、
同
会
社
に
た
い

す
る
批
判
の
し
か
た
、
そ
し
て
経
済
的
「
自
由
」
の
獲
得
に
し
か
た

に
お
い
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
な
ど
と
は
異
な
る
、
時
代
の
最
先
端
を

行
く
思
考
と
は
必
ず
し
も
な
じ
ま
な
い
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
事

実
は
、
一
七
八
〇
年
代
末
の
ご
く
短
い
時
間
に
起
こ
っ
た
事
件
に
お

い
て
の
こ
と
で
あ
れ
、
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な

違
い
が
、
産
業
が
存
在
し
た
地
域
、
も
し
く
は
地
域
に
存
在
す
る
共

同
体
の
性
質
に
は
も
ち
ろ
ん
、
地
理
的
環
境
の
違
い
に
影
響
を
受
け

て
い
た
事
実
は
、
た
と
え
ば
「
自
由
」
の
よ
う
な
普
遍
的
価
値
と
し

て
処
理
さ
れ
が
ち
な
問
題
を
、
歴
史
の
な
か
の
あ
る
時
点
に
お
い
て

地
域
が
お
か
れ
た
現
実
や
具
体
的
な
環
境
も
考
慮
し
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
示
し
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
と
い
う
集
約
的

施
設
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
も
当
て
は
ま
る
。
オ
ー
プ
ン
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
旧
来
型
の
取
引
空
間
は
、
一
般
に
、
流
通
と
消
費
が
栄
え
、

自
由
主
義
へ
の
支
持
が
強
ま
る
に
つ
れ
存
在
意
義
を
低
め
る
と
い
わ

れ
る
が（
（10
（

、
一
八
世
紀
に
新
た
な
消
費
方
法
や
娯
楽
が
出
現
す
る
と
い

う
新
た
な
文
脈
の
な
か
で
再
び
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。
こ
う

し
た
推
移
も
、「
公
」
や
独
占
、
不
正
な
ど
へ
の
批
判
の
観
点
の
み

か
ら
で
は
な
く
、
経
営
的
工
夫
や
選
択
と
の
関
係
、
さ
ら
に
社
会
経

済
、
文
化
的
変
化
を
考
慮
し
て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
可
能
性
が
あ

る（
（10
（

。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
産
業
革
命
と
い
う
古

典
的
な
問
題
を
、
よ
り
広
い
視
野
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
一
八
世

紀
ブ
リ
テ
ン
の
経
済
社
会
研
究
の
一
部
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う（
（10
（

。
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っ
た
が
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
商
人
館
は
、
産
業
会
議
設
立
後
も
活
動
を
維
持
し
た
。

（
34
）
内
訳
の
詳
細
は
商
人
：
一
三
〇
名
、
職
人
等
：
三
八
名
）、
同
市

と
経
済
的
に
密
接
に
関
連
す
る
近
郊
産
業
都
市
の
商
人
と
職
人
等
：

四
八
名
。G

. Stew
art, Progress of G

lasgow
: A Sketch of the 

C
om

m
ercial and Industrial Increase of the C

ity D
uring 

the Last C
entury. As show

n in the R
ecords of the G

lasgow
 

C
ham

ber of C
om

m
erce, and O

ther Authentic D
ocum

ents. 
W

ith Fac-Sm
ile signatures of E

arly C
orrespondents , 

G
lasgow

, 1883, p.6.

（
35
）Stew

art, Progress , p. 7.

（
36
）J. Butt, ‘The Scottish Cotton Industry during the Industrial 
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一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

R
evolution 1780-1840’, L. M

. C
ullen and T. C

. Sm
out 

eds., C
om

parative Aspects of Scottish and Irish E
conom

ic 
and Social H

istory 1600-1900 , Edinburgh, 1977, p. 116.

（
37
）
た
と
え
ば
、
一
七
七
〇
年
代
初
頭
に
前
身
組
織
を
形
成
し
つ

つ
、
八
〇
年
代
半
ば
に
発
足
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
超
地
域
的

産
業
利
害
組
織
、
全
国
商
工
会
議
（G

eneral Cham
ber of 

M
anufacturers. B

irm
ingham

 C
ity A

rchive: M
B

P 297

）。

同
商
工
会
は
政
治
的
圧
力
行
使
運
動
で
も
、
運
動
を
支
え
る
共
同
組

織
と
し
て
機
能
し
た
（D

ietz ‘Before the Age of Capital’, pp. 
73-74

）。

（
38
）
全
国
商
工
会
議
に
は
、
発
足
当
時
、
有
力
講
成
員
と
し
て
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
の
木
綿
産
業
関
係
者
が
多
数
含
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
代
表

的
存
在
だ
っ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
産
業
企
業
家
Ｔ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
ら
は
、

一
七
八
六
年
の
英
仏
通
商
条
約
締
結
時
に
、
会
議
の
中
枢
勢
力
と
対

立
し
会
議
か
ら
離
脱
し
た
（D

ietz ‘Before the Age of Capital’, 
C

hapter 3, pp. 188-189; Redford, M
anchester M

erchants , 
p.10

）。

（
39
）
フ
ァ
ス
チ
ャ
ン
工
の
事
例
。Edw

ards, G
row

th,  pp. 75, 77-
79; B

utt, ‘The Scottish Cotton Industry’, pp. 117-120; A. 
J. C

ooke, ‘R
ichard A

rkw
right and the Scottish C

otton 
Industry’, Textile H

istory , vol.10, 1979

（
40
）
カ
フ
ー
ン
に
つ
い
て
は
，G

. D
. Yates, A B

iographical 
Sketch of the Life and W

ritings of Patrick C
olquhoun, 

E
sq., LL.D

., London, 1818; 

林
田
敏
子
「
富
と
国
家
―
パ
ト
リ
ッ

ク
・
カ
フ
ー
ン
と
18
、
19
世
紀
転
換
期
イ
ギ
リ
ス
社
会
―
」『
摂
大
人

文
科
学
』
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
。

（
41
）S.D

. C
hapm

an ‘The A
rkw

right M
ills---C

olquhoun’s 

Census of 1788 and A
rchaeological Evidence’, Industrial 

Archaeology R
eview

, vol. 6-1, 1981-82, pp. 5, 9. 

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
産
業
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
捺
染
工
場
企
業
家
ロ

バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
の
活
動
に
お
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。S.D

. 
C

hapm
an and S. C

hassagne, E
uropean Textile Printers 

in the eighteenth-century, a study of Peel and O
berkanm

f , 
London, 1981, esp. Part II and C

onclusion.

（
42
）Chapm

an and C
hassagne, E

uropean Textile Printers , 
loc. cit.

（
43
）「
ペ
ズ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
ル
」
で
後
に
有
名
を
博
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近

郊
の
繊
維
産
業
町
ペ
ズ
リ
ー
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
高
級
綿
布
生
産

部
門
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ペ
ズ
リ
ー
周
辺
で
開
催
す
る
販
売

日
程
等
は
，
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
新
聞
広
告
に
も
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
44
）British Library (hereafter cited as BL): 1856.c.5; TN

A: 
BT 6/140 f. 127.

ピ
ー
ル
以
外
の
地
元
有
力
者
に
は
、
ド
リ
ン
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー( P. D

rinkw
ater)

、
オ
ー
ル
ド
ノ
ウ( S. O

ldknow
)

、

ア
サ
ー
ト
ン( P. A

therton)

な
ど
が
い
た
。

（
45
）T

N
A
: B
T
6/140 f. 37.

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

よ
り
も
早
い
時
期
に
不
況
の
影
響
が
み
ら
れ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

The Scots M
agazine , vol. L, E

dinburgh, 1788 (M
ay).

（
46
）TN

A: BT6/140 f. 36; N
ational Library of Scotland (hereafter, 

N
LS): M

SS 1064 ff. 22-23. 
（
47
）
こ
の
時
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
の
会
合
が
選
出
し
た
代
表
者
は
三
〇
名
。

BL: 1856.c.5; TN
A: B

T 6/140 f. 127.
（
48
）TN

A: B
T 6/140 f. 127.

（
49
）
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
の
初
会
合
で
状
況
の
改
善
に
向
け
た
活
動
方
針

に
合
意
が
あ
っ
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
。BL: 1856.c.5; TN

A: 
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B
T 6/140 f. 127.

（
50
）N

LS: M
SS 1064 ff. 22-23.

（
51
）35G

eo.3.c.72; E. Baines, H
istory of the Cotton M

anufacture 
in G

reat B
ritain …

, London, 

［1835

］,pp., 280-281.

（
52
）
こ
こ
で
の
商
品
は
白
木
綿
と
モ
ス
リ
ン
。N

LS M
SS 1064 ff. 

22-23.

（
53
）
ピ
ー
ル
の
捺
染
綿
布
に
た
い
す
る
低
い
評
価
が
そ
の
例
。

C
hapm

an and C
hassagne, E

uropean Textile Printers  p. 
92. 

イ
ン
ド
製
綿
布
に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
高
評
価
が

つ
づ
い
た
。B

aines, H
istory of the C

otton M
anufacture,  p. 

322; A
. U

re, The C
otton M

anufacture of G
reat B

ritain , 
London, vol.1, p.144; A

 letter from
 Salute to O

ldknow
 

cited in E
dw

ards G
row

th , p. 43.

（
54
）‘E

xtracts from
 Papers circulated on the Part of the

B
ritish M

anufacturers in C
otton, relative to the 

present C
om

petition betw
een the C

alico and M
uslin 

M
anufacturers of G

reat B
ritain, and the sam

e Species 
of G

oods im
ported from

 the E
ast Indies; dated. London, 

April, 1788’, The Scots M
agazine , vol. L, Edinburgh, 1788 

A
pril, p. 157.

（
55
）TN

A
: B

T/140 f. 

36 ; N
LS M

SS 1064 ff. 22-23.

（
56
）TN

A
: B

T/140 f. 37.

（
57
）TN

A
: B

T6/140 ff.103-117.

（
58
）The G
lasgow

 Cham
ber of Com

m
erce (Journal 1783-1789) , 

vols. 1, 2.

（
59
）TN

A
: B

T6/140 ff.40, 41.

（
60
）TN

A
: B

T 6/140 f. 37. 

こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
場
所
は
カ
ー
ラ
イ

ル
。

（
61
）The Tim

es, M
onday, April, 14, 1788, no. 1046.

（
62
）TN

A: B
T 6/140, f.81 (pp. 24-25). 

（
63
）The London G

azette , 22-26, April, 1788; The Public Advertiser , 
05/05/1788 (M

on.), no. 16784 and 15/05/1788 (Thurs.), 
no. 16793: H

oppit, ‘Financial C
risis’, pp. 54-55.

（
64
）
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
南
方
の
コ
ン
グ
ル
ト
ン( Congleton)

、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
・
パ
ー
ス
州
ス
タ
ン
リ
ィ( Stanley)

、ア
バ
デ
ィ
ー
ン
州
ウ
ッ

ド
サ
イ
ド( W

oodside)

。TN
A

: BT5/5 ff. 45, 46.

（
65
）TN

A: B
T5/5 ff. 41, 42.

（
66
）O

’B
rien et. al., ‘Political C

om
ponents’. 

こ
う
し
た
方
法

は
一
七
八
八
年
の
不
況
の
後
に
も
継
承
さ
れ
て
，
イ
ギ
リ
ス
木
綿

産
業
界
が
再
び
不
況
に
陥
っ
た
92
年
に
，
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
木
綿

産
業
関
係
者
が
，
同
様
の
内
容
の
請
願
を
提
出
し
た
。J. Aikin, 

A
 D

escription of the C
ountry from

 thirty to forty m
iles 

round M
anchester …

, London, 1795, pp. 607-615.

（
67
）TN

A: BT6/140 ff. 164-169; The M
em

orial of the D
elegates 

acting in behalf of the O
w

ners of C
otton M

ills and the 
C

allico &
 M

uslin M
anufactures in G

reat B
ritain (citied 

as The M
em

orial of the D
elegates) .

（
68
）TN

A: B
T6/140, ff. 164-169; BT5/5, f.49.

「
共
有
の
倉
庫
、

販
売
所
」
ほ
ど
の
訳
が
適
当
。

（
69
）TN

A: BT6/140, ff. 165-166 (The M
em

orial of the D
elegates , 

‘Plan, sec. 3rd-9th’).
（
70
）N

LS M
SS 1064 ff. 29-30.

（
71
）TN

A
: B

T6/140 ff. 164-165.

ク
ロ
ス
・
ホ
ー
ル
の
建
設
資
金

は
，
地
域
ギ
ル
ド
の
正
会
員
に
よ
る
共
同
出
資
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
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一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

い
た
の
に
た
い
し
て
、
木
綿
産
業
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
は
、
ロ

ン
ド
ン
の
資
産
家
に
援
助
を
求
め
た
。
設
立
資
金
を
外
部
に
求
め
た

点
は
ク
ロ
ス
・
ホ
ー
ル
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
注
二
に
あ
げ

た
文
献
とH

. H
eaton, The Yorkshire W

oollen and w
orsted 

industries, from
 the earliest tim

es up to the Industrial 
R

evolution , O
xford, 1965(2nd edn.)

を
参
照
。

（
72
）W

illiam
 H

ornby, 1725-1803. The G
overnor of Bom

bay 
1771-1784.

（
73
）
一
七
八
〇
年
代
に
は
、
高
級
種
の
原
棉
栽
培
な
ど
、
本
国
の
木
綿

産
業
関
係
者
み
ず
か
ら
が
材
料
の
確
保
ま
で
お
こ
な
う
動
き
も
あ
っ

た
が
、
そ
の
安
定
に
は
時
間
が
か
か
り
、
依
然
と
し
て
既
存
の
材
料

供
給
ル
ー
ト
は
重
要
だ
っ
た
。Edw

ards, G
row

th , p. 87-88.

（
74
）BL. M

SS., 38,223, April, 1788 cited inEdw
ards, G

row
th , 

p. 80.

（
75
）B

L: A
dd M

ss 38221 ff. 257-258; N
LS M

SS 1064 ff. 20-
21. P. C

olquhoun, C
ase of the B

ritish C
otton Spinners 

and M
anufacturers of P

iece G
oods. sim

ilar to the 
Im

portations from
 the E

ast Indies , London. 1790.

（
76
）17G

eo.3.c, 50. 

競
売
商
品
と
競
り
人
に
た
い
す
る
課
税
法
。

た
だ
し
、
多
く
の
免
税
対
象
商
品
が
含
ま
れ
た
。S. O

hashi, 
‘T

he A
uction D

uty A
ct of 1777: the B

eginning of 
Institutionalisation of A

uctions in B
ritain’, in A

. Turpin 
and J w

arren eds., A
uctions, agents and dealers:the 

m
echanism

s of the art m
arket 1660-1830 , O

xford, 
A

rchaeopress, 2007.C
olquhoun, C

ase of the B
ritish 

C
otton Spinners .

（
77
）
林
田
「
富
と
国
家
」
一
三
頁
。

（
78
）N

LS M
SS 1064 ff. 20-21; TN

A
: B

T6/140 f.81.

（
79
）Colquhoun, C

ase of the B
ritish C

otton Spinners , p.3

（
80
）TN

A
: B

T6/140 f. 165 (The M
em

orial of the D
elegates , 

‘Plan, sec. 7th’).

（
81
）TN

A
: B

T6/140 f. 165 (The M
em

orial of the D
elegates , 

‘Plan, sec. 1st and 2nd’).

（
82
）TN

A
: BT6/140 f. 167.

ク
ロ
ス
・
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
坂
巻
『
イ

ギ
リ
ス
木
綿
工
業
の
展
開
』
第
一
章
を
参
照
。

（
83
）TN

A: B
T5/5 ff. 57-58.

（
84
）TN

A: B
T6/140 ff. 235, 240-243, 246-247.

（
85
）TN

A: B
T5/5 ff. 60-61.

（
86
）S. J. Chapm

an, The Lancashire C
otton Industry , p. 113.

（
87
）Redford, M

anchester M
erchants , p.3.

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
間
に
貨
物
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
こ
と
で
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
の
木
綿
産
業
者
は
材
料
の
仕
入
れ
、
製
品
搬
出
の
さ
い
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
仲
介
業
者
と
直
接
取
引
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
は
仲
介
業
者
の
数
が
次
第
に
減
少

し
た
と
い
わ
れ
る
。S.J. Chapm

an, The Lancashire C
otton 

Industry. A Study in E
conom

ic D
evelopm

ent , M
anchester 

(M
anchester U

P.), 1904, p,114.

（
88
）‘piece goods’ 

の
内
容
は
場
合
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
だ
が
、
一

般
に
イ
ン
ド
、
中
国
製
の
モ
ス
リ
ン
等
織
物
を
さ
す
。J. M

ill, The 
H

istory of B
ritish India , vol. 1, London, 1817, p.45 note

を
参
照
。

（
89
）
両
者
の
関
係
は
、
不
況
に
た
い
す
る
陳
情
を
共
同
で
行
っ
た
こ
と

に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。The St. Jam

es’s C
hronicle; 

O
r B

ritish E
vening Post , 06/05/88(Tue.)-08/05/88(Thurs.), 
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no. 4211

［sic.

］ (i.e. 425).
（
90
）TN

A
: B

T6/140 ff. 164-169. 

（
91
）Aikin, A D

escription , p. 263; T. Ellison, The Cotton Trade 
of G

reat B
ritain. Including a H

istory of the Liverpool 
C

otton M
arket and of theL

iverpool C
otton B

rokers’ 
Association , London, 1886, p. 166.

（
92
）TN

A
: B

T6/140 ff. 240-243.

（
93
）O

hashi, ‘The Auction D
uty Act of 1777’, 2007.

（
94
）R

. S. Fitton and A
.P. W

adsw
orth, The Strutts and the

A
rkw

rights 1758-1830, a S
tudy of the early F

actory 
System

, M
anchester, 1958, p. 310. 

（
95
）
プ
レ
ス
ト
ン
の
技
術
者
企
業
家
ホ
ロ
ッ
ク
ス
（Joh

n
 

H
orrocks:1768-1804)

の
例
。H

ogg ed., Fortunes M
ade in 

B
usiness. A Series of O

riginal Sketches, B
iographical and 

A
necdotic

［sic.

］, from
 the R

ecent history of Industry 
and C

om
m

erce , (N
ew

 E
dition, R

evised and E
nlarged, 

First Series), London and Sydney, 1891, pp. 161-182; S. 
C

olem
an, O

ld Yarn R
espun. The Story of Preston and 

the C
otton Industry 1791-1991 , 

［Preston

］, 

［c.1991
］; 

J. A
. R

ees,The E
nglish Tradition. The H

eritage of the 
V

enturers. A
 Survey of Six C

enturies , London, 1934, 
pp. 212-217; P. W

hittle, The H
istory of the B

orough of 
Preston, in the county Palatine of Lancaster , Preston, 
1887, p. 228.

一
七
八
〇
年
代
末
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
紙
上
に
は

大
量
の
関
連
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。Rose, Firm

s ; S.J. 
C

hapm
an, The Lancashire C

otton Industry  ; 

中
川
敬
一
郎

「
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
綿
花
市
場
の
発
達
」『
経
済
学
論
集
』
二
一ｰ

六
、

一
九
五
六
年
、
一
二ｰ

一
三
頁
。N

. S. B
uck, The D

evelopm
ent 

of O
rganisation of Anglo Am

erican Trade 1800-1850 , N
ew

 
H

aven, Yale U
niv. Press, 1925, pp. 135-150 and passim

; 
R

.B
. W

esterfield, ‘E
arly H

istory of A
m

erican A
uctions--

-A
 C

hapter in C
om

m
ercial history’, Transactions of the 

C
onnecticut Academ

y of Arts and Sciences ,vol. 23, 1920, 
pp. 164, 165, 169-170; H

udson, G
enesis , pp.171-3, 176; 

T. K
usam

itsu, ‘”N
ovelty, give us novelty”: London agents 

and northern m
anufacturers’, in M

. B
erg ed., M

arkets 
and M

anufacture in early industrial E
urope , London and 

N
ew

 York, 1991, pp. 114-138 and n. 3.

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
原

棉
取
引
所
で
の
販
売
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
の
木
綿
産
業

界
の
北
米
市
場
開
拓
で
も
競
り
が
利
用
さ
れ
た
。S.J. C

hapm
an, 

The Lancashire C
otton Industry , pp. 113, 121.

（
96
）C. W

all, ‘The English Auction: N
arratives of D

ism
antlings’, 

E
ighteenth C

entury Studies  31-1, 1997.

（
97
）Pears, The D

iscovery of Painting , 1988, p. 65.

　

（
98
）
17 G

eo.3.c, 50. O
hashi, ‘The Auction D

uty Act of 1777’, 
2007.

（
99
）［Experience

］, A Treatise on the Cotton Trade: in Tw
elve 

Letters. A
ddressed to the Levant C

om
pany, W

est-India 
Planters, and M

erchants , London, 1789, p.9
（
100
）TN

A: B
T6/140 ff.240-243,

（
101
）
一
七
八
九
年
に
審
議
さ
れ
た
競
売
税
改
正
法
案( Piece G

oods 
Bill)

を
め
ぐ
っ
て
の
見
解
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
木
綿
産
業
関
係
者
は
，

「
実
直
な
（bona fide

）」
産
業
者
の
利
害
を
損
な
う
と
い
う
理
由
で

ピ
ー
ス
・
グ
ッ
ズ
用
国
産
綿
布
の
み
の
競
売
税
を
免
除
す
る
法
案
に



－  74  －－  75  －

一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

反
対
し
た
。
つ
ま
り
法
案
へ
の
反
対
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
用
い
る

綿
布
販
売
単
位
が
免
税
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
が
主
因
だ
っ
た
。

し
か
し
言
説
上
は
、
競
り
が
不
徳
な
商
売
の
温
床
で
あ
る
と
強
調
し
、

競
り
を
販
売
方
法
に
用
い
る
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
か
た
ち
を
と
っ

た
。The Journal of H

ouse of C
om

m
ons , vol. 44, pp. 544-

545.
 

（
102
）D

ietz ‘B
efore the Age of Capital’, Chap. 3, pp. 181. 

し

か
し
，
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
と
ペ
ズ
リ
ー
の
結
合
関
係
が
示
す
よ
う
に
、

一
七
八
八
年
の
不
況
対
策
運
動
に
お
け
る
「
地
域
」
は
，
単
に
地
理

的
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

（
103
）P. Colquhoun, A Treatise on the Police of the M

etropolis , 
London, 1796 (3rd edn.), C

h.V
II., pp. 133, 145; I. Pears, 

The D
iscovery of Painting, the G

row
th of Interest in the 

A
rts in E

ngland 1680-1768 , N
ew

 H
aven and London, 

1988, p. 65.

な
お
、
競
売
課
税
法
の
導
入
以
降
（
一
七
七
七
年
）、

競
り
で
扱
う
商
品
は
特
化
さ
れ
る
傾
向
を
み
せ
は
じ
め
る
が
、
こ

う
し
た
変
化
は
、
定
期
市
や
毛
織
物
産
業
に
お
け
る
商
取
引
所
な

ど
、「
公
」
と
い
う
語
と
か
か
わ
り
を
も
つ
そ
の
他
の
商
業
空
間

に
も
あ
て
は
ま
っ
た
。
競
り
の
特
化
傾
向
に
つ
い
て
は
、J. A. 

C
hartres, ‘C

ountry Tradesm
en’, in G

. E. M
ingay ed., The 

V
ictorian C

ountryside , vol. 1, London, 1981; D
o., J.A

. 
C

hartres, ‘C
ountry Trades, C

rafts, and Professions’, in 
G

. E
. M

ingay ed., The Agrarian H
istory of E

ngland and 
W

ales, 1750-1850 , vol. VI, Cam
bridge, 1989. 

定
期
市
等
に

つ
い
て
は
、P. H

udson, The G
enesis of Industrial C

apital; 
a Study of the W

est R
iding W

ool Textile Industry c. 1750-
1850,  C

am
bridge, 1986; A. Randall, B

efore the Luddites, 

C
ustom

, C
om

m
unity and M

achinery in the E
nglish 

W
oollen Industry, 1776-1809,  C

am
bridge (C

U
P), 1991; 

坂

巻
清
「
産
業
革
命
期
ヨ
ー
ク
シ
ャ
紡
毛
工
業
に
お
け
る
ク
ロ
ス
・
ホ
ー

ル
制
と
織
元
の
慣
習
」『
研
究
年
報
経
済
学
』（
東
北
大
学
）
五
六
巻

二
号
、
一
九
九
四
年
。

（
104
）Y. K

um
agai, B

reaking into the M
onopoly .

（
105
）
道
重
一
郎
『
イ
ギ
リ
ス
流
通
史
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
九
年
。

（
106
）E. Robinson, ‘Eighteenth-Century Com

m
erce and Fashion: 

M
athew

 B
olton’s M

arketing Techniques’, E
cH

R
, vol. 

XV
I, no.1, pp. 39-60; N

. M
cK

endrick, esp. C
haps.3 and 

4 of Part I (‘C
om

m
ercialization and the E

conom
y’), 

N
. M

cK
endrick, J. B

rew
er and J.H

. Plum
b, The B

irth 
of a C

onsum
er Society ; K

usam
itsu, ‘‘”N

ovelty, give us 
novelty”…

’; C
. W

alsh, ‘The N
ew

ness of the D
epartm

ent 
Store: a View

 from
 the E

ighteenth Century’, G
. Crossick 

and S. Jaum
ain eds., C

athedrals of C
onsum

ption: the 
E

uropean D
epartm

ent Store, 1850-1939 , B
rookfield &

c., 
1999; D

o., ‘The Advertising and M
arketing of C

onsum
er 

G
oods in E

ighteenth C
entury London’, C

. C
lem

ents 
and E

. Shore eds., A
dvertising and the E

uropean C
ity , 

London, 2000.
（
107
）
一
八
世
紀
の
新
た
な
社
会
・
経
済
・
文
化
研
究
の
一
例
はN

. 
M

cK
endrick, J. B

rew
er and J.H

. Plum
b, The B

irth of a 
C

onsum
er Society, the C

om
m

ercialization of E
ighteenth-

C
entury E

ngland , L
ondon &

c., 1982;L
. W

eatherill, 
C

onsum
er behaviour and m

aterial culture in B
ritain 



－  74  －－  75  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

1660-1760 , London, 1988; J. B
rew

er and R
. Porter eds., 

C
onsum

ption and the W
orld of G

oods , London and N
ew

 
York, 1993; J. Brew

er and S. Staves eds., E
arly M

odern 
C

onceptions of Property,  London and N
ew

 Y
ork, 1994; 

A
. B

erm
ingham

 and J. B
rew

er eds., The C
onsum

ption 
of C

ulture 1600-1800: Im
age, O

bject, Text , London and 
N

ew
 York, 1995; M

. B
erg, ‘C

onsum
ption in E

ighteenth- 
and early N

ineteenth-C
entury B

ritain’, R
. Floud and 

P. Johnson eds., T
he C

am
bridge E

conom
ic H

istory of 
M

odern B
ritain, vol.1 Industrialisation, 1700-1860, 

C
am

bridge, 2004, pp 357-387; J. Stobart and I. V
an 

D
am

m
e eds., M

odernity and the second-hand trade: 
E

uropean consum
ption cultures and practices, 1700-

1900 , Palgrave M
acm

illan, 2010: J. Stobart and M
. 

R
othery,C

onsum
ption and the country house , O

xford 
U

niversity Press, 2016; M
. B

erg, 'In Pursuit of Luxury: 
G

lobal H
istory and B

ritishC
ansum

er G
oods in the 

E
ighteenth C

entury, Past &
 Present , 2004; B

. Lem
ire, 

D
ress, C

ulture and C
om

m
erce; T

he E
nglish C

lothing 
Trade before the Factory, 1660-1800 , London and N

ew
 

York, 1997. 

　
　
　
　
　
　
　
　（
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
）

 



－  76  －－  76  －

一
七
八
八
年
の
「
不
況
」
と
ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
の
設
立
（
大
橋
）

The General Hall in London (est. 1788): Cotton traders 
　　　in Britain and their perspectives at the end of the 1780s

OHASHI, Satomi

In the history of the British cotton industry, the late 18th century 
has been considered an important turning point until recently: it was 
the time when British cotton textiles achieved the level ‘equal’ to the 
textiles produced in India in both quality and quantity, and, hence, the 
cotton industry in Britain could launch the expansion of markets over-
seas. Thereafter, British cotton manufacturers and traders increased 
their efforts to obtain markets abroad,fighting against the privilege and 
trading monopol yenjoyed by the East India Company for the last few 
centuries. In the domestic scene, the industry entered a new stage for 
the preparation of the factory systems which allowed them to produce 
more products, leading British society as a whole to the modern phase. 
Among a number of studies devoted to the investigation of the progress 
of the British cotton industry, and particularly their leadership in a 
campaign for obtaining the right of free trade, it has been Manchester 
and Liverpool that have gained the most attention. However, in the 
process of achieving advancement in the cotton industry in Britain Scot-
tish manufacturers and traders, particularly those of Glasgow and its 
neighbourhood played vital roles, and as the activities for overcoming 
hardship during the late 1780s testified, at one point at least, they even 
proposed different ideas from those of their English counterparts. 

The purpose of this paper is, therefore, to shed light on those un-
dercover realities of the British cotton trade in the late 1780s. The pa-
per will investigate specifically the attempts of British cotton manufac-
turers and traders intended to overcome a critical situation prevailing 
in Britain after one of the public sales of the East India Company in 
1787.Through the investigation the paper will point out that the British 
cotton industry at that time did not merely criticise the monopoly and 
the privileges given to the East India Company, but also put forward 
their own scheme to establish a commercial venue called the General 
Hall in London for the purpose of promoting their own industry, which 
was rejected by peer manufacturers and traders in Manchester and 
Paisley. In conclusion, the paper notes that the fact that the opinions in 
the British cotton industry were split over the ways to achieve success 
in their industry is an important suggestion that British society at the 
end of the 18th century had different views for achieving modern soci-
ety.


